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午前１０時開議 

○議長（黒沢義久君） ご報告いたします。 

 ただいま出席議員は２５名であります。 

 便宜，欠席議員の氏名を申し上げますから，ご了承願います。１０番高星勝幸君，以上１名で

あります。 

 よって，定足数に達しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） 本日の議事日程は，お手元に配付いたしました議事日程表のとおりとい

たします。 

            ──────────────────― 

 日程第１ 議案質疑 

○議長（黒沢義久君） 日程第１，議案質疑を行います。 

 議案第２号から議案第３７号まで，以上３６件を一括議題として，通告順に発言を許します。 

 ７番平山晶邦君の発言を許します。 

〔７番 平山晶邦君登壇〕 

○７番（平山晶邦君） ７番平山晶邦であります。ただいま議長のお許しをいただきましたので，

私は，議案第２６号常陸太田市平成２１年度一般会計予算について質疑をいたします。７点ほど

お伺いをしたいというふうに思います。 

 １点目は，本予算の義務的経費と投資的経費，政策的経費は，どのような予算額になっている

のかをお伺いをいたします。 

 ２点目は，義務的経費の比率と投資的経費の比率はどのような割合になっているのかをお伺い

をいたします。 

 ３点目は，本予算の中で，人件費の額と人件費比率はどのようになっているのかをお伺いをい

たします。 

 ４点目でございますが，各種基金のうち，財政調整基金と減債基金の予算を組んだ段階の残高

はどのような状況になっているのかをお伺いいたします。 

 ５点目でございますが，私が知るところによりますと，市債の依存度というのが１０％を超え

る県内の市は半数以下だと思いますが，本市の市債の依存度というのは１0.９％になっておりま
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す。これが１０％を超えるということをどのように考えるのかお伺いをいたします。 

 ６点目として，歳入の中で市税とかゴルフ場利用税交付金とか使用料及び手数料の確保は，今

言われております百年に一度の経済危機と言われる今年でありますので，かなり厳しく勘案した

計上になっていると思いますが，その辺の確保についてどのように考えていらっしゃるのかをお

伺いいたします。 

 ７点目として，歳出の委託料等に関しては，基準単価的なものを算出し精査して計上している

と思いますが，部門から提出された予算額をどのようにチェックをしてこの予算の中に組み込ま

れるのか仕組みをお伺いしたいというふうに思います。それは今，ダブルチェックとかトリプル

チェックという形で，各企業コンプライアンスの問題とかさまざまな形の中でチェック機能とい

うのが言われておりますので，本市としてはどのようなチェック機能が働いているのかというこ

とをお伺いをいたします。 

 以上７点をお伺いして質疑といたします。 

○議長（黒沢義久君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 議案第２６号平成２１年度常陸太田市一般会計予算のご質疑にお答

え申し上げます。 

 まず，義務的経費と投資的経費についてでございます。平成２１年度当初予算における義務的

経費は１０９億 7,６００万円となっておりまして，前年度と比較しますと３億 9,８００万円，3.

５％の減でございます。 

 主な減額の内訳としましては，職員の定員適正化計画の推進により人件費が１億６００万円の

減，過去の決算状況の精査により扶助費が 9,２００万円の減，市債の発行の抑制により公債費が

２億円の減となってございます。投資的経費につきましては２９億 9,３００万円で，前年度と比

較しますと 9,２００万円，3.２％の増でございます。その他の経費につきましては８９億 2,７０

０万円で，前年度と比較しますと 4,３００万円，0.５％の増となっております。 

 次に，義務的経費比率，投資的経費比率についてでございます。 

 義務的経費の予算に占める比率は４7.９％となっておりまして，前年度と比較しますと 1.２ポ

イントの減でございます。投資的経費につきましては１3.０％で，前年度より 0.５ポイントの増

となっております。里美クリーンセンター整備事業が終了となりますものの，峰山中学校校舎整

備事業，磯部町団地建設事業，駅周辺整備事業などの増額によるものでございます。 

 次に，人件費の額と人件費比率でございますが，平成２１年度における人件費は５５億 8,５０

０万円となっておりまして，予算に占める割合は２4.４％でございます。前年度と比較しますと

１億６００万円，1.９％の減でございます。これは，先ほども申し上げました定員管理適正化計

画の執行により職員数を減としたものでございます。 

 次に，各種基金の残高状況についてでございますが，平成２０年度末の財政調整基金の現在高

見込みは２７億 2,５００万円でございまして，平成２１年度当初予算において４億円を取り崩し，

７００万円を積み立てる予定でございますので，平成２１年度末の基金残高見込みは２３億 3,２
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００万円と見込んでおります。 

 また，平成２０年度末の減債基金の現在高見込みは２０億 3,６００万円で，平成２１年度当初

予算において１億 8,８００万円を取り崩し，逆に１億７００万円を積み立てる予定でございます

ので，２１年度末の残高としましては１９億 5,５００万円を見込んでございます。 

 参考としまして，一般会計積立基金トータルでは，平成２０年度末現在高見込みは８４億 7,３

００万円，平成２１年度末の基金残高見込みは，まちづくり振興基金５億 2,０００万円などを積

み立てるために，８５億 1,８００万円を見込んでおります。 

 次に，市債依存度１0.９％の考え方についてでございます。 

 平成２１年度当初予算における市債は２５億円としておりまして，その予算に占める割合は１

0.９％となっております。この計上に当たりましては，地方財政計画の地方債依存度１4.３％を

指針とするとともに，本市の元金償還額２９億 7,０００万円の８５％以内としたものでございま

す。 

 市債につきましては，平成１７年度以降，極力抑制して予算計上しておりまして，市債現在高

は，１６年度末の３１４億円から１９年度末には２７８億円となりまして，さらに平成２１年度

末には２６５億円となる見込みでございます。 

 また，今年度計上しましたすべての市債が交付税に算入されるものでございまして，特に算入

率の高い過疎対策事業債や合併特例事業債を中心に活用して計上したところでございます。 

 次に，市税・ゴルフ場利用税交付金・使用料及び手数料についてでございます。 

 平成２１年度市税の予算計上につきましては５４億 9,６００万円で，前年度より 5,５００万円

1.０％の減額といたしました。内訳の主なものを申し上げますと，市民税個人分が２５億 5,２０

０万円で 7,１００万円，2.９％の増。市民税法人分が１億 9,１００万円で 1,４００万円の減。

固定資産税が２１億 8,０００万円で 8,８００万円の減額でございます。 

 市民税の増額計上につきましては，今議会において，議案第１８号一般会計の８号補正におい

て１億９００万円の増額補正を行っておりまして，補正後の予算額２５億 8,９００万円と地方税

収見込み 0.３％増などを参考として予算計上をしたところでございます。 

 本市の場合，市民税個人分の増額計上と市税総額に対する法人分の割合が小さいために，市税

については減額の幅が少なかったものと受けとめております。 

 ゴルフ場利用税交付金については１億２００万円で，前年同額の計上でございます。２０年度

決算では１億円程度の決算を見込んでおり，同じく地方税収見込み 2.３％の増を参考として，前

年同額とさせていただきました。 

 使用料・手数料の増額につきましては，瑞竜霊園や玉造霊園の永代使用料の増，竜神大吊橋の

渡橋者増に伴い渡橋料収入の増額などを見込んだところでございます。 

 次に，歳出の委託料予算計上についてでございます。 

 市の委託している業務につきましては，委託条件が多種多様にわたっておりまして，基準づく

りや委託料のすり合わせを行うために，関係各課による市有施設管理費関係研究会を設けました。

平成１９年度においては，運行管理業務・清掃業務・警備業務について検討してまいりました。
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平成２０年度も研究会を継続し，除草について協議してまいったところでございます。 

 こうした経過を踏まえまして，平成２１年度予算の作成に当たりましては，国や県等の積算基

準があるものについてはそれを使用し，困難なものについては各課において，まずは課内，次に

部内で調整を行った上で予算要求を行いました。さらにその要求に対して財政課が全体的な調整

を行った上で予算計上したところでございます。また，予算執行に当たりましては，契約管財課

において再度の確認を行い，入札を執行しているところでございます。 

 今後とも，委託料に関する基準づくり，内容のチェック及びすり合わせを行うため，研究会を

引き続き開催してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（黒沢義久君） １０番高星勝幸君が出席されました。 

 ７番平山晶邦君。 

〔７番 平山晶邦君登壇〕 

○７番（平山晶邦君） ２回目の登壇をいたしました。詳細にわたるご説明ありがとうございま

した。内容等，私が求めている以上の回答がございまして，よく理解することができました。今

年度のこの予算編成，大変ご苦労なさったというふうに思います。しかし，先ほども申し上げま

したように，百年に一度の経済危機は今年で終わるわけではございませんので，ぜひとも本年度

予算のスムーズな進行と，そしてまた，来年度に向けても予算の進捗の進行管理を十分行ってい

ただきたい。歳入に関しましても滞納とかそういうふうなものが増えるのではないかと予想され

ますので，そういう部門に関しましても，ぜひともよろしくお願いをしたいということで私の質

疑を終わります。ありがとうございました。 

○議長（黒沢義久君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） ただいまの答弁の中で，１点訂正させていただきたい部分がござい

ますので，おわびして訂正をさせていただきたいと思います。 

 内容としましては，先ほど各種基金の残高状況についての中で，まちづくり振興基金に「５億

2,０００万円を積み立てる」とお答え申し上げましたけれども，「５億２００万円」が正しいお答

えでございました。 

 おわびして訂正させていただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

○議長（黒沢義久君） 次，２２番立原正一君の発言を許します。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） ２２番立原正一でございます。私は，議案第１４号，第１８号，第２

４号の３件につきまして，確認をする意味から質疑をいたします。 

 初めに６８ページでございますが，議案第１４号水郡線常陸太田駅改良工事全体委託契約の締

結についてでございます。これについては細かく４点について確認をさせていただきます。 

 まず初めに１点でございますが，契約の方法でございますけれども，随意契約というふうに提

示されてございます。当市は随意契約から競争入札に推進するというふうなことが言われており
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ますことから，あえて随意契約と提示をしたこの件を伺います。 

 ２点目でございます。契約に当たりまして，これは当然契約するということでございますから，

当市の基準価格そのものが設定されているものと思ってございますが，その基本価格，設計等に

ついてはどのようにしたのか。積算価格は幾らになっているのか。その点でございます。 

 ３点目でございますが，臨時議会でも価格の面につきまして２億 4,０００万円となったと。こ

れはプラスになっているわけでございますが，これらの詳細ですけれども，あの時点でも基礎的

な面はすらっと言われましたが，１月時点でもって向こうから回答があったと。よく精査してい

なかったというような部長答弁もございましたが，この辺の詳細の内容についてお伺いいたしま

す。 

 ４点目でございます。契約の相手方は水戸支社ということで，代表者につきましても執行役員

ということになってございますが，ＪＲの本社とのかかわりがどのようになっているのか。まず，

この４点をお伺いしたいと思います。 

 次に，議案第１８号でございます。一般会計補正予算でございます。 

 まず，１３ページでございますが，説明の中ではすべて増額になっているところのご説明がご

ざいました。私はマイナス面のところに疑問を持ちまして，その点をお伺いしたいと思ってござ

います。 

 まず，１点目でございますが，１款の市税でございます。７項入湯税ですが，ここで現年度分

ということで１５０万円が減額になってございます。この辺の詳細の内容についてお伺いしたい

と思っております。 

 次に，１２款分担金及び負担金でございます。この中で，２目の民生費負担金，この中で民間

保育所入所児童負担金が１０６万 5,０００円，これが減額になってございます。これについて減

額になった理由の内容でまずお伺いします。 

 次に，２３ページでございます。今いろいろ話題になっている定額給付金給付事業費でござい

ます。これの１９節，ここで９億 3,５７１万 2,０００円が当市に対しまして給付金として来るも

のという説明もございますが，その中でお伺いしておきたいことがあります。 

 まず，この詳細の内容でございますが，ここで人口，総人口を出していただきまして，６５歳

以上と１８歳未満，これも若干の説明があったように聞いておりますが，再度ここでお伺いして

いきたいと思っております。 

 それから，この支給金に対しましていろいろ問題があると思います，課題ですね。やはり独居

老人さんとか病院に入院しているとか，いろいろな方たちのそういう問題があると思いますが，

どのような問題があって，その対処策としてどのようなことを考えているのか，その点をお伺い

いたします。 

 次に，３６ページでございますが，９款教育費でございます。２項小学校費でございますが，

１目の学校管理費ということで，１３節のところに委託料，説明のところにＰＣＢトランス等測

定業務委託料というようなことで，４１万 7,０００円が減額されてございます。しばらくＰＣＢ

という言葉が出てこなかったわけでございますが，これが出ておりますものですから，この辺の
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内情をお伺いいたします。 

 次に，議案第２４号でございます。これにつきまして３ページでございますが，歳出のところ

で，前年度もそうでございましたが，４６１万円事業費が減額されてございます。いろいろ今ま

での話を聞いております中で，担当部の方たちは一生懸命売ろうとして頑張っているわけだと思

っておりますが，なかなかそのご苦労も届かずに買い手がないというふうなことかなと考えてご

ざいます。この辺のところについて，減額理由でございますが，これをまずお伺いいたしたい。 

 以上，３案件につきまして，第１回目の質疑を終わりたいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

○議長（黒沢義久君） 答弁を求めます。建設部長。 

〔建設部長 富田広美君登壇〕 

○建設部長（富田広美君） 議案第１４号水郡線常陸太田駅改良工事全体委託契約の締結につい

てのご質疑にお答えいたします。 

 初めに，随意契約の理由でございます。随意契約は，契約できる要件が「政令地方自治法」施

行令第１６７条の２，第２号から第７号に定められておりますが，この規定の運用の適正化を図

るため，市では建設工事と随意契約運用基準を定めております。この運用基準第２条において，

契約の性質または目的が競争入札に適さない建設工事等が例示されてございまして，施工上の経

験，知識を特に必要とする場合，または現場の状況等に精通した者に施工させる必要がある場合

として，施設の設備等と密接不可分の関係にあり，同一施工者以外の者に施工させた場合，既設

の設備等の使用に著しい支障が生じるおそれがある設備機器等の増設，改修等の工事が示されて

おります。 

 ＪＲとの委託契約の内容は，鉄道を運行させながら新たな設備を整備し，従来の施設を撤去す

るといった既設の設備等の使用に著しい支障が生じるおそれのある工事を施工いたしますことか

ら，ＪＲ東日本水戸支社と随意契約をするものでございます。 

 次に，積算についてでございます。今回委託契約を締結いたします金額は，施工上の経験，知

識や現場の状況等にも精通している者が算出することが適切であるとの考えから，そのノウハウ

を持っているＪＲが算出した金額でございます。市は，この内容について詳細に説明を受け確認

し，精査してきたところでございます。茨城県や県内市町村が今回と同様な委託契約を締結する

場合は，委託金額の算出はＪＲ側が行っているのが一般的でございます。 

 それから，増額についての詳細でございます。臨時議会後，詳細につきましてＪＲから説明を

お聞きいたしました。その主な内容でございますが，まず基礎でございますけれども，当初，基

礎ぐいを打ち込む長さはペデストリアンデッキやＪＲをまたぐ歩道橋などを参考にしておりまし

た。これは臨時議会でもご説明したとおりでございます。これに対しまして，当市の現在の耐震

基準がより安全を高めるような見直しが行われておりますことから，地質調査の結果を見て，こ

れらの施設で支持層とした地層よりも深い地層まで施工することになったとのことでございます。 

 また，乗降場の整備でございますが，基礎ぐいのほかにも仮囲いや線路の防護柵などの仮設工

事が増えること，また，安全運行を確保するための経費も夜間工事は行う必要があることという
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ような説明がありましたので増額となってございます。 

 次に，本社とのかかわりでございます。駅舎や乗降場などの設計につきましては，本市とＪＲ

水戸支社との協定に基づき，ＪＲ水戸支社において設計が行われております。ＪＲ水戸支社から

は駅舎や線路の移設を伴う設計であることから，本社へ上申し承認を得ていると聞いているとこ

ろでございます。 

 次に，議案第２４号平成２０年度宅地分譲事業特別会計補正予算（第１号）についてのご質疑

にお答えいたします。 

 平成２０年度の事業で，これに伴う減額の理由でございます。平成２０年度に行いました事業

でございますが，里美白幡台団地６区画，水府東の台１区画の販売に努めるとともに，分譲区画

の管理，里美白幡台団地住民への家庭菜園あっせんなどを行っております。 

 主な販売方策といたしましては，茨城県住宅供給公社ホームページや田舎暮らし情報へのイン

ターネット情報掲載，さらに里美地区において，春と秋の２回行われる味覚祭に専用のＰＲブー

スを設置し，チラシの配布などを行いました。また，チラシにつきましては，茨城県住宅供給公

社内のラックや北関東自動車道の開通イベントに出展いたしました同公社ブースに置かせてもら

うなどＰＲを行いました。このような事業を行いましたが，残金としたものを減額補正させてい

ただいているところでございます。 

○議長（黒沢義久君） 総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 議案第１８号平成２０年度常陸太田市一般会計補正予算（第８号）

のご質疑にお答えいたします。 

 まず，１３ページの入湯税１５０万円の減額補正でございます。本市には，入湯税を徴する施

設は１２施設ございますけれども，当初，年間２０万 5,０００人の利用を見込み，3,０７５万円

の予算を計上いたしました。決算見込みにおいては１９万 5,０００人の利用にとどまる見込みで

あることから，１５０万円を減額補正するものでございます。 

 主な理由といたしましては，大平町の梅里ガーデンアクアビラが今年１月１５日に廃業したこ

とによるものでございます。 

 次に２３ページ，定額給付金９億 3,５７１万 2,０００円の内訳についてでございます。予算計

上に当たりましては，給付の基準日でございます２月１日現在において，住民基本台帳に記録さ

れている方，外国人登録原票に登録されている方及び転入等に伴う追加分を見込みまして，２万

円の給付対象である１８歳以下の方が 9,６８１人，１億 9,３６２万円。同じく２万円の給付対象

者である６５歳以上の方が１万 6,７７９人，３億 3,５５８万円。１万 2,０００円の給付対象者

でございます１９歳から６４歳までの方につきましては３万 3,８７６人，４億６５１万 2,０００

円。合計６万３３６人，９億 3,５７１万 2,０００円という内容でございます。 

 また，ひとり暮らしのお年寄りなど，申請をすることが困難な方への対応につきましては，民

生員さんなどにお願いをしまして給付申請の手助けを予定してございます。さらに，給付対象者

である世帯主の親類，その他平素から世帯主の身の回りの世話をしている方などによる代理申請
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も可能でございますので，これらについて周知を図ってまいる予定としてございます。 

 以上です。 

○議長（黒沢義久君） 福祉事務所長。 

〔福祉事務所長 深澤菊一君登壇〕 

○福祉事務所長（深澤菊一君） 議案第１８号一般会計補正予算（第８号）についてのご質問に

お答えいたします。 

 １３ページの歳入，１２款分担金及び負担金の児童福祉費負担金，民間保育所入所時負担金１

０６万 5,０００円の減額補正についてお答えいたします。 

 保育料につきましては，保護者の前年の所得をもとに，国の基準と同様の７階層の区分により

負担をいただいているものでございます。今回の民間保育所入所時負担金１０６万 5,０００円の

減額補正でございますが，市内２園の民間保育所及び市外の民間保育所への広域入所している児

童の保育料についてでございます。 

 当初としての児童数，保育料の見込みにつきましては，述べ入所児童数 1,８２９人，平均保育

料といたしまして２万 5,８７０円を見込んでございましたが，実績見込みとして，述べ入所児童

は 1,８４０人と見込まれ，また，保育料につきましては，保護者の所得の変動等もございまして，

平均保育料は２万 5,１３０円と下回ったことによりまして，１０６万 5,０００円の減額補正とな

ったものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒沢義久君） 教育次長。 

〔教育次長 根本洋治君登壇〕 

○教育次長（根本洋治君） 議案第１８号平成２０年度一般会計補正予算３６ページの１目学校

管理費１３節委託料の中のＰＣＢトランス等測定業務委託料の４７万 1,０００円の減の質疑に

ついてお答えいたします。 

 この業務につきましては，県の指示に基づき，現在，学校で使用されていない保管中の変圧器，

コンデンサーで，ＰＣＢ含有の可能性のある機器８台につきまして，ＰＣＢ含有の有無や濃度測

定を委託したものであります。 

 今回の補正額４７万 1,０００円につきましては，業務委託契約による差金の減額補正でありま

す。 

 以上です。 

○議長（黒沢義久君） ２２番立原正一君。 

〔２２番 立原正一君登壇〕 

○２２番（立原正一君） ２回目の質疑に入ります。ただいま細かな内容に対しましてご答弁い

ただきまして，ありがとうございます。 

 まず，議案第１４号でございますが，これにつきましては一応理解をいたしておきます。 

 次に，議案第１８号でございます。これにつきましても一応理解をするものでございます。 

 最後の３番目の議案第２４号でございますが，これにつきまして，いろいろ活動されていたと
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いうことを伺いまして，それ以上どう質疑していいのかというようなことで悩んでいるわけでご

ざいますが，これは，やはり売ろうとして頑張っても売れないというようなこと，それは買い手

が来てくれないというようなことだと思います。私は，いろいろな問題はあると思いますが，や

っぱりあの場所そのものが今の時代に符合していないのかというふうに考えるんです。 

 したがいまして，実際に一生懸命買ってもらいたいということで頑張っている職員の方々もご

苦労されているだけで結果が実を結ばないということになりますと，非常に何か寂しいものがあ

るだろうなと思います。 

 そこで，やはり当市としては，これを宅地造成というような形じゃなくして，別な形に方向転

換する時期に来ているだろうというふうに思います。そういうふうなことを考えていただいてや

っていかないと，あのままでもってだらだらやっていきますと，予算を組んでは年末でこれを補

正減とするというようなことをやっていますと意味がないと思いますし，予算を組むときにその

お金がほかにも使えるわけです。税の有効活用をするときに，そういうことまで発展していって

もらわないと困るなと思います。 

 最後に，この議案第２４号につきまして，今後の考え方，２１年度予算を見ましてもそのもの

が載ってございます。したがいまして，相当市長自身も頭を痛めているんだろうなと心の中では

思っているわけでございますが，市長の頭を悩ませている胸の内をあけていただきたい。最後に

その１点だけ聞きまして私の質疑を終わりたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（黒沢義久君） 答弁を求めます。市長。 

〔市長 大久保太一君登壇〕 

○市長（大久保太一君） 白幡台住宅団地につきましては，今当市分が６区画残っております。

そしてまた，隣に茨城県住宅供給公社が既に民間に売却いたしました７区画がありますけれども，

その民間に売却した土地についても，ただいまのところ販売状況は思わしくないという状況でご

ざいます。 

 したがいまして，議員ご指摘のとおり，宅地として販売することだけを進めていくのではなし

に，例えばその土地を使って市営住宅等を建てるとか，ほかの多様な利用目的を探っていく必要

があるということで，実は昨年からそういうことも視野に入れた中で宅地販売についてどうする

かを決めていこうじゃないかと，そんなことを今担当部署にも指示をしたという状況でございま

す。宅地としていつまでも販売にこだわっているだけではなしに，行政としてのほかの利用の道

も探っていきたいと思っております。 

○議長（黒沢義久君） 次，２６番宇野隆子君の発言を許します。 

〔２６番 宇野隆子君登壇〕 

○２６番（宇野隆子君） 日本共産党の宇野隆子です。私は，議案第５号常陸太田市職員の旅費

に関する条例等の一部改正について，それから，議案第１４号水郡線常陸太田駅改良工事全体委

託契約の締結について，議案第１８号平成２０年度常陸太田市一般会計補正予算についての３件

について質疑をいたします。 

 職員の旅費に関する条例の一部改正ですけれども，２１ページの日当ですが，これを廃止する
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ことによって，２００９年度一般会計では６６０万円ほど減となるようですけれども，市職員給

与等適正化検討委員会において，県内全市の状況調査をされていると思いますが，その全市の状

況と廃止の理由についてお伺いをいたします。 

 次に６８ページ，議案第１４号水郡線常陸太田駅改良工事全体委託契約の締結についてです。

先ほど同僚議員が質疑をされましたので，内容は理解しておりますけれども，この中で契約期間，

契約の日から２３年９月末日までと３カ年にわたる全体委託契約ですけれども，年度ごとに 1,０

００円単位で契約金額が出されております。設計はＪＲということで，工事も随契でＪＲにとい

うことですが，随契の場合に，先ほども少しご答弁ありましたけれども，契約金額についての精

査行為ですが，これがどのぐらい詰められたのか，このあたりについて伺いたいと思います。 

 本社との関係等については，先ほどのご答弁の中でわかりました。 

 次に，一般会計の補正に移りたいと思います。議案第１８号平成２０年度常陸太田市一般会計

補正予算について，細かいところも含めまして七，八件お伺いいたしたいと思います。 

 今回，国の第２次補正によりまして，６ページから８ページにわたりまして繰越明許費補正が

ずらっと出ておりますが，この中で国の２次補正による事業ですけれども，３１事業のうち土木

費の道路橋りょう費等々，それから先ほども出されました総務管理費の定額給付金支給事業，子

育て応援特別手当支給事業，これは別枠ですけれども，そういうものを除きましても５億七，八

千万円，事業がそれぞれ行われるということでありますが，それらに関連して工事内容等につい

て伺っていきたいと思います。 

 まず，２１ページですけれども，１５節工事請負費，本庁舎屋上防水工事 1,５９８万 1,０００

円，旧水府庁舎解体工事 2,１３１万 5,０００円，旧水府中央公民館解体工事 5,８０６万 5,００

０円ということでありますが，解体設計委託料も３２８万 7,０００円計上されておりますが，解

体工事は解体するわけですけれども，本庁舎屋上防水工事について，この全面的な改修工事では

この金額ではないのかなと思いますが，工事内容について伺いたいと思います。 

 次，２２ページですけれども，１４目交通対策費１９節補助金，地方バス路線維持費 1,０７０

万 2,０００円の増についてです。 

 これはバス会社の決算に合わせて補正増になっていると思いますけれども，茨交が１８路線で

日立電鉄が１路線ということですが，それぞれ増額になった路線名といいますか，その増額の内

容についてお伺いいたしたいと思います。 

 それから，地方バス路線ですけれども，バスを利用しようということでノーマイカーデーを今

年もやられましたけれども，回数を増やすことなども今後検討する必要があるのかどうか，そう

いうことも含めてご説明いただければと思います。 

 次に，２７ページ，３款民生費の中の３目児童措置費，この中の１９節負担金，補助及び交付

金の中の交付金，子育て応援特別手当です。これも定額給付金と同じような申請方法で１回ぽっ

きりの給付ということで，この特別手当が出ましたときにも子育て応援のために何で１年ぽっき

りなんだと，子育てはそれで済むものではないんですけれども，非常にぽっきり病といいますか，

こういう支給が出るのに１つ疑問があったんです。それで子育て応援特別手当ですが，第２子以
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降の子どもさんにということで金額が３万 6,０００円，支給額で割ってみますと６７０人という

対象人数が出てくるわけですけれども，実際に担当課で調査しまして，現在何人の支給対象にな

っているのかお伺いいたします。 

 また，これも「世帯主に」ということですけれども，そうしますと，例えば３世代，おじいさ

ん夫婦，祖父夫婦，その対象となる子どもの親がいます。そうしますと「世帯主に」ですから，

おじいさんがなっているところもあるかもしれませんけれども，そういうときにその対象となる

子どもの親に直接支給できないものかどうか，そういうことも配慮されないかと，そういうこと

で質疑したいと思います。 

 次に，２９ページ，４款衛生費１５節工事請負費 2,０００万円の減額です。毎年焼却炉補修工

事，何回かに分けて行われているかと思いますけれども，今年度も 2,０００万円の差金が出たと

いうことですが，最終の補修工事はいつ行われたのか伺いたいと思います。何かこの間突発的な

事故もあったと，ちょっと聞きましたけれども，どういう突発的な事故がその間に起ったのか伺

いたいと思います。それと，この焼却炉補修工事が２月ごろになったというようなことと関係し

ているのかどうか伺いたいと思います。 

 次に３２ページの商工振興費ですけれども，この中で１９節負担金，補助及び交付金５９７万

円の中小企業事業資金保証料５９０万 2,０００円ですけれども，これは何件利用があって減額に

なったのか。減額になるということは，今回セーフティネット等々がありましたので，そちらの

ほうの利用に移った方が多いのかどうか。それとの関連等もあわせて伺いたいと思います。 

 その下の４目観光費１５節工事請負費，これも２次補正の中で行われる改修工事だと思います

けれども，西山の里桃源施設改修工事，プラトーさとみ施設改修工事の内容を伺いたいと思いま

す。 

 最後に，教育費なんですけれども，３７ページ，学校管理費の中の１５節工事請負費，里美中

学校屋内運動場屋根改修工事 2,６００万円，これも今度の国の補正の中で，補修工事そのものが

補助に認められたというようなことを伺っております。 

 里美中の体育館は築４２年になり，校舎としては一番古い建物であるということで，前に同僚

議員がこういう問題についても質問しておりますけれども，去年になりますが，その際教育長は

「施設の改善については，小中一体的な施設活用を視野に入れながら検討してまいりたい」と，

こういうような考えをお示ししております。今回，屋根の雨漏りがひどいというお話も伺ってお

りまして，建てかえの時期との関係なんですけれども，そのあたりも含めて今回の補修工事の内

容等を伺いたいと思います。 

 私も昨日里美中学校に行ってまいりまして，ちょうど教頭先生がおられましたので，いろいろ

現場を見せていただきました。「先週も雨が降りまして雨漏りしたんですよ」とおっしゃっていま

したけれども，床にも黄色いテープでひどいところはバツの形でテープが張られておりましたが，

やはり全体を見ましてよく４２年間頑張っている建物だなという感じはいたしましたけれども，

この工事内容，それから建てかえの時期との関係等について伺いたいと思います。 

 １回目の質疑は以上です。 
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○議長（黒沢義久君） 答弁を求めます。総務部長。 

〔総務部長 川又善行君登壇〕 

○総務部長（川又善行君） 総務関係のご質疑にお答えいたします。 

 まず，議案第５号常陸太田市職員の旅費に関する条例等の一部改正についてでございます。 

 日当支給の茨城県内の他市の状況でございますけれども，平成２０年６月現在で，県内日帰り

旅行では６３％の２０市，県外日帰り旅行では４１％の１３市で日当を廃止している状況でござ

います。 

 日当につきましては，旅行中の諸雑費並びに目的地である地域内を巡回する交通費等として支

給されるというのが公務員旅費取り扱いの手引きの中でうたわれております。 

 平成１９年度の本市における旅行では，県内旅行の９６％，県外旅行が５０％の割合で公用車

が利用されている状況でございます。こうした状況を踏まえまして，職員給与等適正化検討委員

会で検討を行い，公用車を利用して旅行する場合は旅行中の交通費等は必要ないと考えまして，

県内旅行の日当の廃止及び県外旅行においても公用車を利用する場合は日当を廃止することとし

たものでございます。 

 次に，議案第１８号平成２０年度常陸太田市一般会計補正予算（第８号）についての中の２１

ページ，本庁舎屋上防水工事についてでございます。 

 工事の概要につきましては，本庁舎屋上の平場における防水膜の劣化による亀裂や穴があいて

いる箇所，それから立ち上がりの接点部分における既存コンクリートのひび割れ箇所がございま

して，雨漏りと考えられる箇所もある状況でございます。このため，平場の屋上面積 1,５８７平

米及び立ち上がり面積１５３平米の防水工事を実施するものでございます。 

 以上です。 

○議長（黒沢義久君） 建設部長。 

〔建設部長 富田広美君登壇〕 

○建設部長（富田広美君） 議案第１４号水郡線常陸太田駅改良工事全体委託契約の締結につい

てのご質疑にお答え申し上げます。 

 契約締結に当たりまして，ＪＲとどのくらい詰めてきたのかというご質問でございます。精査

に当たりましては，ＪＲから行使ごとに工事費のご提示をいただきまして，その説明を聞きまし

て，市で算出いたしました当初金額との違いについて理由を聞くなどして詰めてまいりました。

理由は先ほど述べたとおりでございます。市といたしましては，鉄道の安全な運行を考慮しなが

らの工事であり，適正であると判断しているところでございます。 

 なお，この工事費につきましては，協定に基づき年度末に精査することにしておりますので，

引き続きこの時期にも工事の内容について精査・確認を行ってまいりたいと考えております。 

○議長（黒沢義久君） 市民生活部長。 

〔市民生活部長 五十嵐修君登壇〕 

○市民生活部長（五十嵐修君） 一般会計補正予算の中で，市民生活部関係についての質疑にお

答えをいたします。 
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 まず２９ページ，塵芥処理費の中，１５節工事請負費 2,０００万円の減の内容でございますが，

本年度工事を４回実施しております。結果として，予算に対しまして 2,５３７万 5,０００円が残

となっております。このうち５３７万 5,０００円を不慮の工事を想定し残しておりまして，残り

の 2,０００万円を今回補正減するものでございます。 

 突発的な工事との関係の質疑でございますが，清掃センターはあれだけ大きなプラントですの

で，緊急な工事は通常から想定をしております。議員指摘の工事は，今年の１月に行った磁気選

機軸交換工事だと思います。工期が２１年１月３０日から２月２４日まで，工事費１４７万円で

行ったものでございます。 

 以上です。 

○議長（黒沢義久君） 政策企画部長。 

〔政策企画部長 江幡治君登壇〕 

○政策企画部長（江幡治君） 議案第１８号一般会計補正予算の中での交通対策費，地方バス路

線維持費補助金についてのご質問にお答えいたします。 

 この補助金につきましては，毎年度１０月から翌年度９月までの１年間を補助対象としており

まして，本年度の補助対象期間が平成１９年１０月から平成２０年９月までの期間でございまし

たので，ちょうど燃料費の高騰の時期とも重なった時期でございます。今回補正増と計上してご

ざいますが，補助の増となった主な系統を申し上げますと，太田営業所―大久保間，折橋十文字

から漆平間，それから太田営業所―里川入口間，太田営業所―上宮田代間でございます。 

 また，ノーマイカーデーにつきましては，市役所は事業所として，昨年度１回実施をしており

ます。本年度は５回，１０月に実施をいたしました。この公共交通の利用促進という観点とあわ

せまして，地球温暖化防止という観点からも実施をすべきものと考えてございますので，環境担

当課と連絡をとりながら検討してまいりたいと考えております。 

○議長（黒沢義久君） 福祉事務所長。 

〔福祉事務所長 深澤菊一君登壇〕 

○福祉事務所長（深澤菊一君） 議案第１８号平成２０年度常陸太田市一般会計補正予算（第８

号）についてのご質問にお答えいたします。 

 ２７ページの３目児童措置費１９節負担金，補助及び交付金，子育て応援特別手当のご質問で

ございますが，支給対象を６７０人と見込んでございますけれども，現時点では６５３人と確認

してございます。 

 また，代理申請の配慮についてのご質問でございますが，原則「世帯主」ということでござい

ますけれども，代理申請もできることとされておりますので，申請窓口等におきまして対応を図

ってまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒沢義久君） 産業部長。 

〔産業部長 赤須一夫君登壇〕 

○産業部長（赤須一夫君） ３２ページの観光費の補正内容についてお答えいたします。 
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 まず，中小企業事業資金保証料５９０万 2,０００円の減額の理由についてでございますが，自

治・振興金融制度の場合の融資条件としましては，設備資金の融資では，自治金融は 1,０００万

円，振興資金については 2,０００万円，保証期間は７年以内，年利率が２％であります。それか

ら，運転資金の融資では，自治金融は５００万円，振興金融については 1,０００万円，保証期間

については５年以内，利率２％となっておりますが，昨年の１０月３１日施行されました国の緊

急保証制度は，中小企業に貸し出す枠を６兆円から２０兆円まで拡大し，それまでの認定業種７

３業種から７６０業種まで拡大したことにより，ほぼ全業種に貸し出すことができるようになり

ました。これがセーフティネット保証制度でありまして，取引先企業の倒産，取引金融機関の破

綻，自然災害等によって経営の安定に支障を生じている中小企業への融資を円滑に図るための国

の制度であり，特定中小企業に認定されると利用できるようになったものであります。 

 このセーフティネット保証制度施行後，市内の中小企業が常陸太田市中小企業事業資金融資あ

っせん制度利用から国のセーフティネット保証制度への移行がされるようになりました。その背

景につきましては，保証限度額が大きく最高２億 8,０００万円，保証期間が最長１０年以内，年

率が 1.６％で借りることができ，指定業種が緩和されたことによりお金を借りやすくなったこと

にあります。 

 それから，取り扱い件数でございますけれども，２１年１月末現在で８３件となっておりまし

て，前年対比１９％ほどの減となっております。 

 次に，西山の里桃源施設改修工事 1,７０６万 7,０００円の内容について説明いたします。 

 西山の里桃源は，昭和６３年に建設され，数寄屋づくりの施設には売店・食堂・休憩室があり，

地域の人々及び観光客の憩いの場として利用されております。オープンから２０年が経過してい

ることから，老朽化により機能の低下した空調設備や照明器具の交換による室内環境の改善，商

品カテゴリーごとに分断されていないため雑駁感があり，「見せたい」，「売りたい」，「売れない」，

「売れている商品のメリハリがない」などの状況があることから，これらを改善するため改修工

事を実施するものであります。 

 商品陳列棚の改修・増設により，来訪者の目線・興味を引き付ける売り場レイアウトへの変更

や，近年の旅行形態の変化により増加しております少人数グループ旅行者のニーズに対応するた

め，間仕切り等による「個」の食事空間の設置，あるいは安全確保のための出入り口の段差の解

消など，リニューアル工事を実施し，来訪者の利便性の向上に合わせて収益の増加を図りたいと

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒沢義久君） 教育次長。 

〔教育次長 根本洋治君登壇〕 

○教育次長（根本洋治君） 議案第１８号平成２０年度一般会計補正予算，３７ページの１目学

校管理費１５節工事請負費の中の里美中学校屋内運動場屋根改修工事の 2,６００万円の補正の

質疑についてお答えいたします。 

 里美中学校の屋内運動場は，雨風が強いときには雨漏りがひどく，これまでも屋根の部分補修



 １７８

工事を行ってきたところでありますが，雨漏りをとめることはできず，体育の事業，部活などに

支障を来しており，早期の対策が必要となっております。学校や保護者からも早期の対応を求め

られていることから，今回の補正により屋根の全面的改修防水工事を行うものであります。 

 防水工事の内容につきましては，現在の屋根の上に軽量合金による新たな屋根を全面的に取り

付けるカバー工法で行う予定であります。工事期間中も屋内運動場内部は使用することが可能な

工法であります。 

 屋内体育館の改築の件でありますが，これにつきましては，建設場所の決定，国への補助要望

の手続，実施設計等などの調整に期間を要するため，早期に雨漏り解消を図ることができません。

今後教育委員会としましては，学校校舎及び屋内運動場耐震化工事を現在策定中の市耐震改修促

進計画に基づき，耐震補強工事を優先的に行う予定であり，里美中学校屋内運動場の改築につき

ましては，耐震化工事を進める中で検討していく考えであります。 

 以上です。 

○議長（黒沢義久君） 産業部長。 

〔産業部長 赤須一夫君登壇〕 

○産業部長（赤須一夫君） プラトーさとみ施設改修工事 8,３０６万円の内容について説明いた

します。 

 プラトーさとみは，里美牧場内に平成４年に設置され，宿泊施設・バーベキューハウス・レス

トラン・温泉・木工体験施設・天体観測施設を備えた観光リゾート中核施設として，本市の都市

農村交流施設の拠点宿泊施設として活用されているところでありますが，オープンより１５年が

経過いたしまして，寒暖の差が厳しい場所でもあることから，外壁の剥離，レストラン床の腐敗・

腐食，雨漏りなど施設の老朽化が深刻であります。今回大幅な改修工事を計画いたしましたとこ

ろでございます。 

 この改修工事は，改修だけではなくバリアフリー化に取り組み，体の不自由なお客様にも利用

していただけるよう配慮しますとともに，お客様の団らんスペースを設置し，交流のできる空間

づくりなどを取り入れ，心からもてなしのできる施設としてまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（黒沢義久君） ２６番宇野隆子君。 

〔２６番 宇野隆子君登壇〕 

○２６番（宇野隆子君） 詳細にわたってご説明いただきましてありがとうございます。 

 議案第１４号水郡線常陸太田駅改良工事全体委託契約の締結についてですけれども，今後も年

度ごとに精査行為をしていくという話がありましたけれども，ぜひよろしくお願いいたしたいと

思います。 

 工事に関連して，現在の仮設駐輪場ですけれども，常時２００台ほどとめてありますが，これ

はこのまま工事完了まであの状態で駐輪場として置くのか。大体そうしますと２年ぐらいになる

んですか，何か方法がないかなというようなことも考えてみたんですが，その辺は今の仮設のま
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まなのかどうか，参考までにお聞かせいただきたいと思います。 

 それから，一般会計補正については細かいご説明をいただきましてわかりました。地方バス路

線の維持管理費も，みんなで利用その他も考えていかなければならないし，系統についても公共

交通会議ですか，そういう中でさらに検討していく課題でもあるのかなと思ってご答弁を伺って

おりました。 

 商工費の中のプラトーさとみの施設改修工事ですけれども，8,３０６万円，今回の２次補正の

中で補助金が出るということで，相当な額を使っての施設改修ですけれども，先ほどオープンか

ら１５年と，寒暖の差も激しいというようなことですが，それにしてもこの外壁の剥離などは１

５年で少し早過ぎるんじゃないかなと。工事がどうだったのかなという思いもしながら聞いてお

りましたけれども，必要な改修工事は行わなければなりませんので進めていただきたいと思いま

す。 

 学校管理費の里美中学校屋内運動場の屋根改修は，大雨のときには大変な状況になるので，先

生も生徒もその対処に大わらわのようですけれども，当面はやはりこういう屋根全面を覆う形で

対処しなければならないのかなという気もいたします。 

 建てかえについては耐震化工事を進める中でというようなことでありますけれども，いずれ建

てかえるということになるのではないかと思いますが，そのあたりを何年度あたりと考えている

のか，もしそういうことでご答弁をいただければお願いいたしたいと思います。 

 以上で質疑を終わりにいたします。ありがとうございました。 

○議長（黒沢義久君） 答弁を求めます。建設部長。 

〔建設部長 富田広美君登壇〕 

○建設部長（富田広美君） ２回目のご質疑にお答え申し上げます。 

 現在工事中の常陸太田駅の仮設駐輪場につきましては，新たに駐輪場ができるまでの期間，現

在のところで使用していただくということを考えてございます。確かに今までと比べまして屋根

がないなどご不自由な点はあるかと思いますが，工事期間中はご協力をお願いしたいと考えてご

ざいます。 

○議長（黒沢義久君） 教育次長。 

〔教育次長 根本洋治君登壇〕 

○教育次長（根本洋治君） 再度のご質疑にお答えいたします。 

 里美中の屋体の整備でありますが，現時点では未定ということで考えておりますのでよろしく

お願いいたします。 

○議長（黒沢義久君） 以上で質疑を終結いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） お諮りいたします。 

 議案第２６号から議案第３７号まで，以上１２件について，１２人の委員をもって構成する予

算特別委員会を設置し，これに付託の上，審査することにいたしたいと思いますが，これにご異

議ありませんか。 



 １８０

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒沢義久君） ご異議なしと認めます。 

 よって，議案第２６号から議案第３７号まで，以上１２件については，１２人の委員をもって

構成する予算特別委員会を設置し，これに付託の上，審査することに決しました。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） お諮りいたします。 

 ただいま設置されました予算特別委員会の委員については，委員会条例第７条第１項の規定に

より，木村郁夫君，深谷渉君，鈴木二郎君，益子慎哉君，深谷秀峰君，成井小太郎君，高星勝幸

君，菊池伸也君，山口恒男君，川又照雄君，高木将君，宇野隆子君，以上１２名を指名いたした

いと思いますが，これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒沢義久君） ご異議なしと認めます。 

 よって，ただいま指名いたしました１２人を予算特別委員会の委員に選任することに決しました。 

 この際，委員会条例第８条第２項の規定により，委員長及び副委員長の互選をお願いいたしま

す。互選されるまでの間，暫時休憩いたします。 

午前１１時２５分休憩 

            ──────────────────― 

午前１１時３７分再開 

○議長（黒沢義久君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま休憩中に開催されました委員会において，委員長及び副委員長が互選されましたので，

ご報告いたします。 

 委員長，高木将君，副委員長，菊池伸也君。 

 以上であります。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） 次，議案第２号から議案第２５号まで，以上２４件については，お手元

に配付してあります議案等委員会付託表のとおり，それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

            ──────────────────― 

日程第２ 請願第１号 

○議長（黒沢義久君） 日程第２，請願第１号介護保険に関する請願を議題といたします。 

 ただいま議題となっております請願第１号については，お手元に配付してあります請願文書表

のとおり，文教民生委員会に付託いたします。 

            ──────────────────― 

○議長（黒沢義久君） 以上で本日の議事は議了いたしました。 

 次回は，３月１８日定刻より本会議を開きます。 

 本日は，これにて散会いたします。 

午前１１時３８分散会 


